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餅
に
よ
る
窒
息
事
故
は
高
齢
者
に
多
く
発
生
し
て
い
ま

す
。
年
末
年
始
は
餅
を
食
べ
る
機
会
が
多
い
た
め
、
事
故

の
件
数
も
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。 

餅
を
食
べ
る
際
の
注
意 

①
口
の
準
備
運
動
を
し
た
り
、
ス
ー
プ
等
の
滑
ら
か
な
も
の
で

喉
を
潤
し
て
か
ら
食
べ
る 

冬
の
朝
は
口
の
動
き
も
ス
ム
ー
ズ
で
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
餅

の
温
度
が
体
温
以
下
に
な
る
と
、
張
り
付
き
や
す
く
な
り
ま
す

の
で
十
分
注
意
が
必
要
で
す
。 

②
餅
を
小
さ
く
切
る
・口
の
中
で
よ
く
噛
ん
で
食
べ
る 

餅
が
喉
に
張
り
付
く
こ
と
を
防
ぐ
た
め
に
、
し
っ
か
り
噛
ん
で

唾
液
と
よ
く
混
ぜ
る
こ
と
が
大
事
で
す
。 

③
飲
み
込
め
て
か
ら
、
次
の
一
口
を 

 

よ
く
噛
ま
ず
に
お
茶
等
で
流
し
込
ん
で
は
い
け
ま
せ
ん
。 

 

餅
を
食
べ
て
い
る
時
に
喉
に
手
を
当
て
、
呼

吸
が
で
き
な
く
な
る
こ
と
を
示
す
動
作
や
急
に

顔
色
が
悪
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
時
は
、
窒
息
が

疑
わ
れ
ま
す
。
こ
う
し
た
場
合
は
救
急
（
１
１
９
番
）
へ

通
報
し
、
速
や
か
に
応
急
処
置
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 

12

月
14

日
に
「
オ
カ
リ
ナ
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
」
を

開
催
し
ま
し
た
。
演
奏
は
、
オ
カ
リ
ナ
演
奏
グ

ル
ー
プ
「
ほ
っ
と
リ
ー
ナ
」
の
皆
さ
ん
で
、
１
階

玄
関
ロ
ビ
ー
に
て
約
５
０
分
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
披

露
さ
れ
ま
し
た
。 

 

７
人
の
メ
ン
バ
ー
が
次
々
と
楽
曲
を
演
奏
。
ク

リ
ス
マ
ス
が
近
い
と
い
う
こ
と
で
「
赤
鼻
の
ト
ナ

カ
イ
」
・
「
ジ
ン
グ
ル
ベ
ル
」
な
ど
の
ク
リ
ス
マ

ス
ソ
ン
グ
を
中
心
に
、
観
衆
は
オ
カ
リ
ナ
の
優
し

い
音
色
に
聴
き
入
り
ま
し
た
。
ま
た
、
ア
ン
コ
ー

ル
で
は
観
衆
と
一
緒
に
歌
う
場
面
も
あ
り
ま
し

た
。
患
者
さ
ん
た
ち
に
と
っ
て
素
敵
な
ひ
と
と
き

と
な
っ
た
よ
う
で
す
。 

 

 

 

1  

月  

３  

日     

(水) 

1  

月  

２ 

日     

(火) 

1  

月  

1  

日  

(月) 

○祝  

12

月

31

日     

(日) 

12

月

30

日      

(土) 

12

月

29

日     

(金) 

12

月

28

日     

(木) 

1  

月  

４  

日     

(木) 

休  
診 

休  
診 

休  
診 

休  
診 

休  
診 

休  
診 

通常
診療 

通常
診療 

年末年始の外来診療は休診いたします。 

■院内感染防止のため、病院内ではマスク
の着用をお願いします。 

■病室やデイルームへ出入りするときは、
手洗い及び備え付けのアルコールで手
指消毒をお願いします。 

＋ 
＋ 

＝ 
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開催した行事や勉強会を紹介します。 

平成２9年１２月１日（金） 

糖尿病勉強会  

 
平成２9年１２月５日（火） 

フットケア技術教室  

 
平成２9年１２月１４日（木） 

症例検討会  

オカリナミニコンサート  
平成２9年１２月２１日（木） 

医療安全研修会  

平成２９年１２月５日（火） 

 フットケア技術教室（初級編） 
「フットケア器具を使ってみよう」 

 １２月５日に講義室でフットケア技術教室が行われました。市民病院や近隣病

院から約５０名の方が参加しました。 

 前半の講義では、高齢者や腎臓病、糖尿病患者は、足にさまざまな異常がでや

すくなり、放置したままだと重大な病変に進行してしまうことがあるため、フッ

トチェックの重要性などを学びました。 

 

 

 

 

 

 後半では、サブタイトルのとおり、４つのブースに分かれて実際にフットケア

器具を使用し、フットケアの実習をしました。 

Ｈ２9 

保湿・角質ケア 

洗 浄 

ネイルケア 

アセスメント 

フットケアとは 

高齢者や腎臓病、糖尿病患者のＱ

ＯＬ（生活の質）を向上するため

に、大変重要なものです。 

ケアがなされていなかったり、予

防が不十分であったりすると足切

断にまでいたる場合もあります。 

 

※足の神経障害や血

流障害等の検査 


